
 

2020年5月8日 

各  位 
会 社 名 株式会社スクロール 

代表者名 代表取締役会長 堀田  守 

 （コード番号：8005 東証第１部） 

問合せ先 取締役執行役員経営統括部長  杉本 泰宣 

（TEL. 053-464-1114） 

 

茨城県つくばみらい市に大型物流センター「ＳＬＣみらい」を新設 

通販ソリューション機能を強化 

～２０２０年５月稼働開始～ 
 

 

株式会社スクロール（本社：静岡県浜松市中区、代表取締役会長 堀田守）は茨城県つくばみらい市

に関東方面初となる物流センター「スクロールロジスティクスセンターみらい（ＳＬＣみらい）」を建

設しましたので、お知らせいたします。 

当社は「中期経営計画みらい（2020-2022）」において、ソリューション事業を今後の成長ドライバ

ーと位置付けております。今回のＳＬＣみらい建設を機に、ソリューション事業はＥＣ・通販事業者へ

の高付加価値ワンストップソリューションの提供企業として、オンリーワンのポジションを確実に固め

てまいります。 

 

記 

 

１．建設の目的 

ＳＬＣみらいの建設は、ソリューション事業を高品質＆コスト・リーダーシップ日本一へと導く重要

戦略です。現在の物流拠点（東海エリア、関西エリア）に首都圏エリアが加わることで「全国3大拠点

での物流ネットワーク」が構築され、最適な配送ネットワーク連携が可能となり、さらに、24時間・365

日稼働、国内・海外直結の最速入出荷フローの構築により、ＥＣ・通販業務全般のジャスト・イン・タ

イム構想の完成をめざしております。 

当センターは、当社の強みである「物流」の枠を超え、マーケティング・ＢＰＯ・決済等との融合に

より付加価値を高めた「次世代ＣＲＭ物流」を実現するための象徴的なセンターとなります。 

今後も拡大が予想されるＥＣ・通販市場において、ＥＣ・通販事業者への高付加価値ワンストップソ

リューションの提供企業として、あらゆるクライアントニーズへ対応してまいります。 

 

２．ＳＬＣみらいの特徴 

安定したサービス品質とコスト効率を追求した充実のセンター機能 

本センターは、次の設備と機能を予定しております。 

  ・保管効率を最大限に高めたストックエリア 

・配送リードタイムを最短にするための当日入出荷クロスドックエリア 

・ＥＣ受注問合せ処理やコールセンター機能を持たせたインテリジェントエリア 

・定量データの管理・分析、画像分析による最適導線などのマーケティング機能 

・化粧品製造、ささげ（撮影、採寸、原稿作成）機能など 

  



３．今後の展開 

ソリューション事業におけるＥＣ・通販物流の全国ネットワーク構築戦略を加速させ、今後は東海エ

リア（ＳＬＣ浜松西、ＳＬＣ浜松、ＳＬＣ磐田）および関西エリア（ＳＬＣ関西）のシステム連携を図

り、物流コストおよびリードタイムの最適化などのサービス改善を推進してまいります。さらに、物流

業務のみならず、決済サービス、ＢＰＯセンター、越境ＥＣ支援などのサービスメニューの提供により、

クライアントの事業成長に全方位（３６０度）から貢献することをめざしてまいります。 

 

【新物流センターの概要】 

１．名 称 スクロールロジスティクスセンターみらい「ＳＬＣみらい」 

２．所 在 地  茨城県つくばみらい市紫峰ヶ丘三丁目３６番１ 

３．敷 地 面 積 １４，９７６㎡（４，５３０坪） 

４．延 床 面 積 約３０，０００㎡（９，０００坪相当） 

５．規 模 ・ 構 造  地上５階建、鉄骨造 

６．投 資 額 約６０億円（建設用地、建物、物流設備等） 

７．稼 働 予 定 ２０２０ 年５月２０日 

 

  
ＳＬＣみらい外観 

 

以 上 

■株式会社スクロール３６０について 

 株式会社スクロールの１００％子会社。ソリューション事業の中核企業であり、ＥＣ・通販事業者への高付加価値ワンス

トップソリューションの提供者として、物流、コンタクトセンター、決済サービス、システム構築などの各分野で実績を持

つ通販プロフェッショナル集団。その豊富な知見とノウハウですべての通販業務を３６０度トータルサポートし、ＥＣ・通

販事業者の利益最大化をめざしております。 

 

◆本件に関するＩＲ窓口◆ 

株式会社スクロール 経営統括部 経営企画課 

静岡県浜松市中区佐藤二丁目２４番１号 

ＴＥＬ：053-464-1114   担当：本林（もとばやし） 

 

◆本件に関する営業窓口◆ 

 株式会社スクロール３６０ 東京本店 営業部 

 東京都品川区東品川二丁目２番２４号 天王洲セントラルタワー１２Ｆ 

 ＴＥＬ：03-4326-3207   担当：鈴木 康晴 


